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内　　　　　　　　　容
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(1) 施設の目的

「千代田区に住み、働き、学ぶすべての人々の生涯スポーツ及び生涯学習の振興を図る」 の設置目的を念頭に、千代
田区の在住・在勤・在学者が様々な形で生涯スポーツ・生涯学習に参加できる機会を提供することはもとより、現在構
想がまとめられている「新スポーツセンター基本構想」に求められる機能やコンセプトを、予め本施設の管理運営でも実
現していくことを目的とします。

(2)

指定管理事業者
の管理運営の
全体的な
取り組み方針

区の施策や設置目的、千代田区や本施設の現状・課題を
踏まえ、右図の管理運営基本方針と４つのコンセプトを掲げ、
管理運営を行います。

右肩上がりの人口増加に対応し、東京２３区の中心に位置
する立地条件を活かし、これまで行ってきた生涯スポーツ・
生涯学習振興の取り組みに加え、先進技術に対応した
新たなスポーツ・生涯学習の拠点として本施設を進化させ、
さらに多様な生涯スポーツ・生涯学習活動が行われる施設
として管理運営を行います。

(３)
管理運営業務の
具体的な内容

■スポーツセンター
(1)センターの施設の利用承認に関すること。
(2)生涯スポーツ関係団体及び生涯学習関係団体の育成及び連携に関すること。
(3)生涯スポーツの指導及び助言に関すること。
(4)生涯スポーツの適正並びに健康及び体力の維持、増進等に係る相談に関すること。
(5)生涯スポーツ活動及び生涯学習活動の普及び推進に関すること。
(6)施設の保守及び維持管理に関すること。
(7)その他館の事業及び管理運営に関し必要な業務

■九段生涯学習館
（１）生涯学習館の施設の利用承認に関すること。
（２）生涯学習関係団体の育成及び連携に関すること。
（３）生涯学習の指導及び助言に関すること。
（４）生涯学習活動の普及及び推進に関すること。
（５）施設の保守及び維持管理に関すること。
（６）その他館の事業及び管理運営に関し必要な業務。

(４)

利用者に対する
サービス向上の
取組み

①毎月責任者会議及びコンソーシアム会議を開催し、ご意見、対応について協議・情報共有をします。
　 日々の利用者とのコミュニケーションからニーズを把握し、サービス向上を図ります。
②利用者属性に応じたアンケートで意見収集
　 一般利用者に年1回以上、教室・イベント等参加者に都度利用者属性別にアンケートを実施します。
　 実施方法は、単純なマークシート式の満足度調査だけでなく、記述式とすることで、より具体的で本質的な
　 改善提案や意見を頂きます。 ご意見箱、メール、スマートフォン等から気軽に要望収集 を行います。
③顧客満足度向上プロジェクトとして、元キャビンアテンダント等の外部講師による実践的な接遇研修を
　 年２回実施し、施設職員全員の接客・接遇能力の向上を図ります。
④外部モニタリングとして覆面での管理運営状況の調査を年複数回行い、従事者の電話対応や施設環境等
　 についてチェックし改善を図ります。

(5)
施設の利用率を
向上する取組み

■スポーツセンター
【方策①デジタル化推進による利便性の向上と新たな利用者の掘り起こし】
• スマートフォンによる手軽な教室・講座の申し込みや、オンライン決済の導入、バーチャルフィットネスやオンライン講座
の導入など。
【方策②トレーニングルーム日曜・祝日の利用時間延長】
・日曜・祝日の利用時間を２１時まで延長することで、新たな利用者を獲得します。
【方策③ランニングステーションの開設】
• 皇居周辺を中心としたランニング需要に対応し、個人利用料金で更衣室ロッカー及びシャワーを利用できるサービスを
開始します。
【方策④バーチャルフィットネス導入】
• 動画でのバーチャルフィットネスを、移動可能な機器により導入します。
【方策⑤月極ロッカーの導入】
・本施設で個人の用具を保管できるようにすることで、利便性を向上させ、仕事前後の利用を促進します。
【方策⑥コワーキングスペースの設置】
• 仕事前後に加え、仕事の合間等にもスポーツを楽しんでいただけるよう、本施設７階談話コーナーにコワーキングス
ペースを設置し、ちょっとした仕事等に活用できるようにし、在勤者の利用を促進します。

■九段生涯額学習館
【方策①新区分導入による利用率の向上】
• 従来の「区民自主団体」「一般団体」の２つの利用区分を、「区民自主団体」「在勤・在学団体」「その他団体」の３つの
区分に変更し、今まで登録や利用が出来なかった団体を受け入れます。
【方策②ニューノーマルなサークル活動の支援】
• 対面とオンラインを融合した、ハイブリッド形式でのサークル活動を推進します。
【方策③九段ギャラリーの利用の拡充】
• サークル活動の成果物発表の場としてもっと気軽に九段ギャラリーを利用して頂けるような仕組みを作ります。
【方策④ニーズに合わせた諸室の機能拡張とカスタマイズ】(詳細はＰ２７参照)
• 現在のニーズ合わせて各室の機能性を拡張したり、カスタマイズすることで予約のバッティングの軽減や新規登録団
体の拡充を目指します。

千代田区立スポーツセンター及び千代田区立九段生涯学習館
事業計画書（概要版）

項　　　　目

管理運営の方針等

すべての利用者の健康づくり健康

•新たなスポーツプログラムやユニバーサルスポーツ導入で
利用者の健康づくり

地域・人と深め合う学び学び

•包摂的かつ質の高い学びの場の提供と自発的な生涯学習
活動の支援

デジタル技術の最大活用先進

•デジタル技術の最大活用で、スポーツも生涯学習もより便利
で身近な環境に進化

交流促進で実施率向上交流

•生涯スポーツと生涯学習での交流を促進させ実施率を向上。
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(6) 施設利用見込み

(7)
提案事業
（本業務）の
具体的な内容

■スポーツセンター
・「すぽすたちよだ」・・・会員制度
・「募集制教室 体操大人」
・「募集制教室 体操キッズ」
・「募集制教室 プール大人」
・「募集制教室 プールキッズ」

■九段生涯学習館
・「ちよだまち魅力探訪」
・「生涯学習交流事業（九段フェス）」
・異世代交流事業
・コピー機の設置
・フリーＷｉ-Ｆｉの設置

(8)
提案事業
(自主事業)の
具体的な内容

・プロショップ（スポーツセンター）・・・スイム用品、ランニングシューズ等、施設と事業に連動した商品を展開し、
　利用者の利便性を向上します。
・月極ロッカー（スポーツセンター）・・・ランニングステーション新設による利用頻度向上に伴い、シューズ等荷物の
　保管サービスを提供します。
・バーチャルフィットネス（貸し出し）（スポーツセンター）・・・すぽすたちよだの標準サービスとして新規導入する
　バーチャルフィットネスプログラムのシステムを一般利用者にもレンタルし、すぽすた会員入会促進を行います。
・ランニングステーション（スポーツセンター）・・・更衣室とシャワーのみ利用可。コロナ禍においても堅調な屋外での
　ランニング需要に対応するサービスです。
・すぽすたちよだランナーズクラブ（スポーツセンター）・・・ランニングステーションとしての利用に加えて、ランナー
　向け練習プログラム等付加価値のついたサービスとして展開します。
・その他「神田川・日本橋クリーンウォーク」「障がい者スポーツ体験会・交流会」「フィットネス動画（月極）」
　「オンライン講座」（以上、すべてスポーツセンター）　を無料サービスとして実施します。
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(1)
開館時間・休館
日

■スポーツセンター
トレーニングルームの日曜日・祝日のこれまで17:00までであった営業時間を21:00まで延長します。

■九段生涯学習館
現行の開館時間及び休館日を継続します。

(2) 利用料金 現行の利用料金にて運営します。

(3) 職員配置

グループ全体の事業統括責任者を配置、またスポーツセンター及び九段生涯学習館それぞれに責任者
及び副責任者を配置します。
■スポーツセンター
• 事業全体の総括や区との連絡調整役として総括責任者(件スポーツセンター館長)を配置します。
• 確実な業務遂行と他施設との連携のため東日本運営１課の課長とエリア長が支援します。
• 千代田区内のミズノ及びミズノスポーツサービスの東京本社より、関係各部門の支援を行います。
• 大会・イベントの開催時等でスタッフの増員が必要な場合には、東日本運営部の各施設から、経験豊富なスタッフの
  応援が行える体制となっています。
• 維持管理業務においても、大星ビル管理本社及び千代田区内の拠点から充実した支援を行う事で、業務の状況に
  合わせた効率的な維持管理業務を行える体制を整えています。

■九段生涯学習館の管理運営組織
• 小学館集英社プロダクションより、区や共同事業体の総括責任者との連絡調整役と九段生涯学習館の
  業務統括役として館長を配置します。
• 確実な業務遂行と他施設との連携のため本社施設担当社員および業務支援課が支援します。
• 企画広報部門には社会教育主事や学芸員などの資格保有者を複数名配置し、より高度で専門的な企画の立案
  から運営のサポートをします。
• 維持管理業務においても、大星ビル管理本社及び千代田区内の拠点から充実した支援を行う事で、業務の状況に
  合わせた効率的な維持管理業務を行える体制を整えています。

事業の運営体制

項　　　　目

管理運営の方針等

令和8年度利用件数目標 ９,５００件以

上  
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(4) 組織図
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■施設を熟知した維持管理担当者が常駐して対応
• 建物規模の大きなスポーツセンターに維持管理担当スタッフが常駐し、九段生涯学習館を含めて毎日施設を
  巡回・点検します。
• 機器台帳や設備配置図などマニュアルを作成し施設・設備の不具合を早期に発見、補修・改善を実施すると共に
  予防安全に努めます。
■年間計画に則った計画的な点検の実施
• 法定の水質検査、空調・衛生設備、消防設備、電気設備、昇降設備等の点検を、下記年間計画に基づき定期的
  に行います。
■施設・設備の状態に合わせた作業頻度増
• 仕様書に基づき確実に点検を行いますが、機器等の状態を把握した上で状態の悪い箇所については、仕様書
  以上の頻度で行います。
■本施設独自の設備検査シートによるモニタリング検査の実施
• 維持管理担当の大星ビル管理による独自の設備検査シート（約1300項目）に基づいたモニタリング検査を実施しま
す。

その他、スポーツセンターは主競技場のフロアメンテナンス等、当グループ独自の施策を実施します。
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当グループは、指定管理者制度の本質を認識して「管理運営コストの縮減」と「事業収入の拡大」に取組むことで指定管
理経費の縮減と千代田区の財政負担の軽減を目指します。
ただし、利用者が安全で安心に活動できる快適な施設環境を提供することを最優先事項として、各事業に取組みます。
人員体制では、効率的な業務体系を構築することで、サービスの向上を保ちながら経費縮減を推進します。また利用状
況に合わせて柔軟に人員を配置することで、利用者の満足度を高めるとともに、待遇を含めた労働環境へもしっかりと
対応します。
省資源・省エネ等光熱水費の節減による環境負荷の低減に努め、施設に関わる全職員が同じ意識で取組みます。
さらに利用者の皆さまにもご理解をいただき、経費縮減に取組みます。

収支計画

施設・設備の
保守管理計画

事業の運営体制

維持管理責任者

受付責任者兼
広報・宣伝担当

維持管理担当者

体育指導員
（体育協会と連携）

総括責任者兼
スポーツセンター館長

副館長兼
スポーツセンター運営統括

副館長兼
事務・利用予定調整等統括

トレーニング
責任者

トレーニング
副責任者

ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー

プール
副責任者

プール監視員

教室指導員

トレーニング
担当者

プール
責任者

受付担当者

九
段
生
涯
学
習
館受付担当者

企画・広報部門
責任者

企画・広報部門
担当者

九段生涯学習館
館長

清掃員

副館長

総務・経理 受付部門責任者

清掃責任者
※非常駐

4年度 5年度 6年度 7年度 8年度
55,760 56,557 57,369 58,197 49,440
52,905 53,888 54,891 56,425 53,723
22,898 23,853 24,755 25,656 25,900
11,040 11,436 11,523 11,670 11,568

142,603 145,734 148,538 151,948 140,631

369,869 372,326 374,716 377,622 379,829

29,172 29,596 30,010 30,514 30,895

399,041 401,922 404,726 408,136 410,724

256,188 256,188 256,188 256,188 256,188

支
出

施設運営管理費

一般管理費

合計

指定管理経費

項　　　目

収
入

施設利用料金収入

個別指定事業
個別指定事業
その他の収入

合計


